
１．はじめに

　プリザーブドフラワーは90年代に開発された加工花
で，切り花の水分をグリセリンなどで置換すること
で，切り花の観賞期間を長期化した素材である．兵庫
県丹波市の（株）大地農園はプリザーブドフラワーの
加工や製造販売などを行っており，国内シェアのおよ
そ７割を占める．プリザーブドフラワーの主要な材料
であるバラ（Rosa  spp.）は輸入しているが，アジサイ
（Hydrangea  spp.），ジニア（Zinnia  spp.）および樹
木などは自社で栽培している．
　（株）大地農園では休耕田を利用してアジサイを栽
培しているが，プリザーブドフラワー用切り花の収量
および品質が安定しないこと，病害虫が発生して収量
が著しく損なわれていること，収穫した花序のサイズ
が小さいこと，収穫時期に株高が２m近くまでになり
収穫作業が困難となることなどが問題となっている．
　切り花アジサイおよび鉢物アジサイの生産に関する

研究は多数報告されている（清水，2001；Kitamura 
and Ueno, 2015；Kitamura et al., 2017）．また，公園
や庭でのアジサイ栽培についても専門誌やガーデニン
グ雑誌などに掲載されている．ところが，プリザーブ
ドフラワー用の切り花生産を目的としたアジサイ栽培
に関する報告はほとんどみあたらない．
　そこで本研究では，プリザーブドフラワー用のアジ
サイの切り花生産の基礎的な知見を得ることを目的と
して，切り花の収量および品質に及ぼす栽培方法およ
び環境要因の影響について調査した．

２．研究方法

２.１　大地農園でのアジサイ栽培
　アジサイは排水性の良い山間地の斜面で樹冠によっ
て 遮 光 さ れ た 空 間 に 自 生 し て い る が （ 川 原 田 ，
2010），大地農園ではヒメアジサイ（Hydrangea 
serrata）や‘アナベル’（H. arborescens）を日当た
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りが良く，排水性に優れていない休耕田で栽培している
（図-１）．このようなアジサイには適地ではない場所で栽
培されているため，アジサイ切り花の収穫本数の年次変化
が大きいこと，および花序のアンティーク化が安定しない
ことが大地農園では問題となっている．例えば，ある圃場
では2017年５月には34,272本の花序が確認できたが，病
害虫の発生などによって5,520本の花序しかプリザーブド
フラワーに加工できなかった．2018年では５月に12,811本
の花序が確認でき，そのおよそ８割にあたる10,122本の花
序をプリザーブドフラワーに加工することができた．2017
年のような正常な花序数の激減は他の年度や場所でも発
生しており，多くの場合，多数の花序が短期間で褐変する
現象が確認されている．

図-１　休耕田におけるアジサイ栽培

２.２　研究の手順
２.２.１　仕立て本数の影響
　和田地区の株について仕立て本数が花序数および花
序の品質に及ぼす影響について調査した．2018年２月
に１株あたりの仕立て本数を40本，30本および20本に
制限した株ならびに2019年４月に30本および20本に制
限した．仕立て本数を調整していない株のシュート数
はおよそ40～60本であった．各処理区７株について調
査した．測定項目は，株の高さ，１株あたりのシュー
ト数および花序数，１株あたり２本の花序について花
序の直径と高さおよび花序軸の直径，１花序あたり１
枚の装飾花についてがく片の長さ，幅および厚みとし
た．花序の調査は，満開状態の７月10日とアンティー
ク状態の７月24,25日の２回行った（図-２）．なお，ア
ンティーク花序とは，がく片が緑色に変化した花序を
指す（Kitamura et al., 2017）．プリザーブドフラワー
の加工にはこのアンティーク花序を用いる．

図-２　調査したアジサイの花序
左：満開時の花序；右：アンティーク化した花序

２.２.２　剪定回数および株高の影響
　高座地区の株について剪定回数および株高が成長・
開花に及ぼす影響を調査した．剪定回数は一回剪定
（2018年８月）および二回剪定（2018年１月および８
月）の２処理区を設けた．株高は８月の剪定時に90～
100cmあるいは120～150cmに調整した２処理区を設け
た．これらを組み合わせ計４処理区を設定した．2019
年４月25日に株の高さおよびシュート数を測定し，５
月24日および７月10日に株の高さ，シュート数および
花序数を測定した．各処理区とも７株について調査し
た．

２.２.３　環境要因データの収集
　温度および湿度は和田地区，高座地区および山ノ内
中地区で測定し，全天照度は高座地区で測定した．測
定機器（RTR-574，株式会社ティアンドデイ社製）は
防水の保護ボックスに入れ，温湿度センサーはスリッ
トを加えた白の保護カップ入れて雨水があたらないよ
う設置し，４月23日から９月６日まで測定した．照度
センサーは，寒冷紗の日陰とならないよう装置上に水
平になるように設置した．
　各圃場の表土をサンプリングし，専門機関に土壌分
析を依頼した．測定項目は，三相分布（気相率，液相
率，固相率），重力水孔隙率（pF1.5孔隙率），易有効
水分孔隙率（pF3.0孔隙率），容積重，飽和透水係数，
全窒素（硝酸態窒素，アンモニア態窒素），腐植含
量，有効態リン酸，交換性カリ，交換性苦土，交換性
石灰，CECおよびpH（H２O）である．

２.２.４　害虫および病害の発生状況
　2019年６月に和田・高座・寺ノ下地区で処理区の葉
を一株につき２枚採取し，葉に存在していた害虫およ
び病徴を目視で同定した．

３．結果

３.１　試験の結果
３.１.１　仕立て本数の影響
　１株あたりのシュート数は前年40本区で最も多く，
次いで前年30本区および前年20本区で多かった（表-
１）．１株あたりの花序数は前年40本区で最も多く，
当年20本区で最も少なかった．シュート１本あたりの
花序数は当年20本区で最も多く，前年20本区で最も少
なかった．満開時あるいはアンティーク状態にかかわ
らず，花序のサイズは当年20本区で最も大きく，前年
40本および前年20本区で最も小さい傾向があった（表-
２）．花序軸の直径は当年20本区で最も大きかった．
アンティーク花序の装飾花のがく片の厚さは当年20本
区で最も厚く，前年30本区で最も薄かった．
　満開時の花序およびアンティーク花序の諸形質に関
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する相関関係を表-３に示した．満開時あるいはアン
ティーク状態にかかわらず，花序の直径および高さと
花序軸の直径との間には正の相関が認められた．アン
ティーク花序の装飾花のがく片の厚さは，満開時およ
びアンティーク状態の花序軸の直径ならびに満開時の
花序サイズと正の相関関係があった．

表-１　仕立て本数がシュート数，花序数およびシュー
ト1本あたりの花序数に及ぼす影響

前年40本 52.5 az 157.7 a 3.0 bc

前年30本 42.8 b 132.3 ab 3.1 bc

前年20本 42.3 b 118.8 ab 2.9 c

当年30本 30.0 c 130.2 ab 4.3 ab

当年20本 20.0 d 103.8 b 5.4 a

zTukeyの多重検定より異なる文字間で5%の有意差あり

シュート数 花序数
花序数

/シュート

表-２　仕立て本数が満開時およびアンティーク花序の
諸形質に及ぼす影響

前年40本 13.3 bz 6.7 c 4.0 b 1.44 a 1.16 a 0.17 ab

前年30本 15.8 a 7.6 bc 4.2 b 1.38 a 1.13 a 0.13 c

前年20本 満開時 15.1 ab 7.0 bc 4.2 b 1.50 a 1.12 a 0.15 bc

当年30本 15.9 a 8.5 b 4.0 b 1.46 a 1.24 a 0.19 a

当年20本 17.2 a 11.1 a 4.9 a 1.50 a 1.14 a 0.19 ab

前年40本 14.5 b 7.5 b 3.9 b 1.61 a 1.42 a 0.15 ab

前年30本 15.1 ab 7.7 ab 4.2 ab 1.66 a 1.46 a 0.14 b

前年20本 アンティーク 13.8 b 7.5 b 4.1 ab 1.58 a 1.41 a 0.15 ab

当年30本 16.1 ab 8.1 ab 4.0 ab 1.66 a 1.42 a 0.16 ab

当年20本 17.4 a 9.1 a 4.7 a 1.67 a 1.37 a 0.18 a

zTukeyの多重検定より異なる文字間で5%の有意差あり

がく片の厚さ花序の直径 花序の高さ 花序軸の直径 がく片の長さ がく片の幅

表-３　剪定回数および株高がシュート数，花序数，
シュート１本あたりの花序数，開花時の株高，４月か

ら７月にかけての成長量に及ぼす影響
4月～7月の

株高増加量

1 39.7 bz 99.0 a 2.5 ab 167.1 a -4.3 b

2 35.6 b 96.9 a 2.7 a 157.9 b 13.6 ab

1 48.0 ab 73.3 a 1.5 b 153.6 ab 23.0 ab

2 56.3 a 93.4 a 1.7 b 147.9 b 35.5 a

zTukeyの多重検定より異なる文字間で5%の有意差あり

120～150cm

90～100cm

花序数

/シュート
7月の株高株高 剪定回数 シュート数 花序数

３.１.２　剪定回数および株高の影響
　シュート数は剪定２回90～100cm区で最も多く，剪定
１回および２回の120～150cm区で最も少なかった（表-
４）．花序数には株高および剪定回数の影響はみられな
かった．シュート１本あたりの花序数は剪定２回120～
150cm区で最も多く，剪定１回および剪定２回の90～

100cm区で最も少なかった．７月10日に測定した株高は
剪定１回120～150cm区で最も高く，剪定２回90～100cm
区で最も低かった．これらとは反対に，４月から７月に
かけての株高の増加量は，剪定２回90～100cm区で最も
多く，剪定１回120～150cm区で最も少なかった．

３.１.３　気象データ
　各地区の月平均気温および月平均湿度をそれぞれ表-
５および表-６に示す． 2019年度の気温は，４月末で
も気温が０℃近くまで下がることがあった．５月に入
ると上昇して，８月中旬ぐらいまで漸次上昇する傾向
を示した．和田地区の最高気温は８月５日と10日の
41.0℃，最低気温は５月８日の0.8℃であった．６月中
旬から７月下旬にかけて日中でも湿度が50％を超えて
いることが全圃場で確認できた．この湿度の高さが病
虫害の発生を誘発していると推測される．８月に入る
と日中の湿度は30％前後まで低下し乾燥する傾向に
あった．照度の最大値は６月25日の124,900lxであっ
た．５月３日の照度は117,300lx（６月25日の93％）に
達した（図-３）．

表-５　各地区の月平均気温

表-６　検証圃場の月別平均湿度

図-３　高座圃場の日射量

表-4　満開時およびアンティーク状態のアジサイ花序の諸形質についての相関表
花序の直径 花序の高さ 花序軸の直径 がく片の長さ がく片の幅 がく片の厚さ 花序の直径 花序の高さ 花序軸の直径 がく片の長さ がく片の幅 がく片の厚さ

満開時 アンティーク
1径直の序花

花序の高さ 0.54 ** 1
花序軸の直径 0.60 ** 0.51 ** 1
がく片の長さ -0.02 0.07 0.04 1
がく片の幅 0.10 -0.04 0.02 0.30 ** 1
がく片の厚さ 0.01 0.19 0.13 -0.02 0.22 * 1
花序の直径 0.58 ** 0.53 ** 0.51 ** 0.05 0.09 0.23 1
花序の高さ 0.34 ** 0.48 ** 0.25 0.12 -0.02 0.05 0.59 ** 1
花序軸の直径 0.46 ** 0.44 ** 0.36 ** -0.06 0.03 0.22 0.59 ** 0.40 ** 1
がく片の長さ 0.37 ** 0.23 0.15 0.05 0.09 0.09 0.11 0.05 0.21 1
がく片の幅 0.10 -0.06 -0.11 0.36 ** 0.20 -0.21 0.00 0.12 -0.18 0.49 ** 1
がく片の厚さ 0.34 ** 0.31 ** 0.33 ** -0.13 0.10 0.07 0.20 0.06 0.28 * 0.11 -0.05 1
** : 1% 水準で有意 ; * : 5% 水準で有意

満開時

アンティーク
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３.１.４　土壌分析　
　全圃場の土壌データを表-７に示した．丹波地域は約
１億年前に破砕された熔結凝灰岩で構成され，篠山層
群上部は火山性の岩石を中心に構成されている（丹波
自然友の会，1995）．土壌は気相率が低い傾向にあり
排水性は悪い（日本土壌協会，2014）．易有効水分孔
隙率が10％以下であると排水が悪いと評価されるが，

調査した全ての地区の易有効水分孔隙率は10%に満た
なかった．全ての地区で硝酸態窒素の濃度が基準値よ
りも低かった．和田地区を除く全ての地区で有効態リ
ン酸および交換性カリの濃度が基準値を超えていた．
排水性の向上のための物理性の改善および窒素肥料の
施与を実施することが重要であると考えられる．

３.１.５　害虫および病害の発生状況
　サンプリングした葉および花序からアオバハコロモ
（Geisha dist inct issima ），チャノキイロアザミウマ
（Scirtothrips dorsalis），ナミハダニ（Tetranychus 
urticae），輪紋病（Phoma exigua ）および灰色カビ病
（Botrytis cinerea）を確認した（図-４）．アオバハゴロモ
の幼虫はアジサイではしばし発生する．幼虫は５月から７月
にかけて発生し，白色の分泌液を出すが，植物自体への影
響は微小とされる（病害虫・雑草の情報基地，アオバハゴ
ロモ，https://www.boujo.net/handbook/newhandbook
２/%E３%82%A２%E３%82%AA%E３%83%90%E３
%83%８F%E３%82%B４%E３%83%AD%E３%83%A２
-21.html，2021年１月参照）．チャノキイロアザミウマの幼
虫は主にアジサイの花芽を吸汁するダニの仲間であり，萌
芽する春 先から晩 秋まで屋外で見られる（江原・真
梶,1996）．花芽が吸汁されると花序が正常に発達しない．
ナミハダニも主に花芽を吸汁する．吸汁された部分はカス
リ状の小斑点が生じて萎れる（草間，2010）．性質は高温
と乾燥に強いが，多湿な環境は弱いので，雨風が当たらな
い葉の裏に潜む（井上，2002；Wari et al., 2014）．また，
チャノキイロアザミウマおよびナミハダニは11月の初霜を
迎えるあたりから生息場所を株上部の若い芽や花蕾，花
序から比較的暖かい地面や落ち葉の下へと移動して冬眠
する（梅谷，1988）．灰色カビ病は湿度が上昇する６月から

７月の梅雨の時期にかけて発生のピークを向かえる．罹病
した葉には褐色で輪状の紋様が認められ，罹病した花序
は褐色となり腐敗する．灰色カビ病の感染ルートとして，雨
が土に跳ね返ることで土に存在していた菌が株に付着す
ることが考えられる．灰色カビ病は罹病した花弁が落下
し，土壌に接触することにより感染が広がるリスクが高まる
（小林，1984）．

図-４　発生した病虫害
A：アオバハゴロモの幼虫；  B：キイロアザミウマ；
C：ナミハダニ；  D：ナミハダニに吸汁された葉；
E：輪紋病に罹病した葉；  F：輪紋病に罹病した花序

表-７　各地区の土壌の物理特性および化学特性
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４．考察

　花序サイズが大きいほどプリザーブドフラワーの素
材としては用途が広がるので，生産現場では大きなサ
イズの花序を収穫できるような栽培管理が望まれてい
る．本研究の結果，当年に１株あたりの仕立て本数を
20本に制限することによって，１株あたりの花序数は
少なくなるものの，花序サイズが大きく，装飾花がく
片が厚くなることを明らかにした．一方，前年に仕立
て本数を20本に制限した株では，１株あたりの花序数
が少なく，切り花品質が低くなる可能性が示された． 
満開時の花序軸とアンティーク花序の装飾花がく片の
厚さとの間に正の相関関係があることが認められたこ
とから，花序軸の直径が太い花序を優先的に収穫して
加工し，細い花序については後日収穫し加工しないな
ど，花序軸を栽培管理の良否や収穫の優先順位，加工
適性などの指標として利用できると考えられる．
　２回剪定することで株高を低く切り戻した株では，
花序の着生数を減少させることなく株をコンパクトに
することができた．また，一般的に若い枝の方が古い
枝よりも花序が着生しやすいと言われており，新たに
多くのシュートが発生したことから，株の若返りが促
進された可能性が示唆された．
　土壌調査では易有効水分孔隙率数値が全圃場で10％
を下回っていた．植物の栽培にあたっては排水性の向
上，窒素分の施肥，団粒構造の構築のための有機物の
投入，川砂・パーライトなど物理性改善を行い，植栽
基盤を設計することが重要と考えられる．照度の調査
では５月の初旬には計測最大値に近い照度を確認でき
た．これはちょうど春先の展葉した葉が大きくなって
くる時期であり，この時の光合成が効率良く行えるよ
う枝間の調整を予め行うことは効率的に光合成するに
は重要といえよう．病虫害に関しては，アザミウマと
ハダニの発生状況と灰色カビ病など腐りに関連性があ
ることが示唆された．薬剤散布の効果を把握するた
め，また，アザミウマとハダニなどの吸汁性害虫がど
の量まで増えたら感染拡大を引き起こすのかについて
の知見はこれからの課題といえる．いずれにせよ，病
原菌コントロールとしての総合的病害虫管理（IPM）
の理論をしっかりと踏襲してなるべく薬剤に頼らない
維持管理を行うことが肝要であると考える．
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